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昭和59年 2河20日 (月)
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言務 民豆

1 .前回剤事慨要の確認について

2 • 「北海道電力株式会社?自発m所の原子炉の設殴(1号および2号原子炉の設置)11:係
る公開ヒアリング」における忠見等について

3 .北海道官力株式会社?自発電所の原子炉の設置(1号および2号原子炉の設置)11:係る

安全性について

4 .その他
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資料第27C-議--4号

原子炉安全専門審査会第27部会(北海道電力株式会社泊発電所(1， 2号原子炉の設置)) 
Cグルーフ。議事概要(案)

第 4 回会合 日時 昭和59年2月 7日(火) 午前10時~午後0時30分

場所 東海大学校友会館第1会議室

出席者 原子力安全委員 名 通商産業省 4名

審査委員 8名 事重苦局 2名

委 員

原子力安全委 出欠 審査委員 出欠 調商産業省 出うて 呈謹星

内田努正雄 和泉正哲 O 鈴 木 一O 星

大山 彰 大竹政和 O 村 山 O 内 回

川本跳万 O )11 原 O 

北村 イ言 O 大 構 O 
竹越 ヲ牙
(部会長) O 回治見 宏 O 

谷 資信ー O 

吉中.龍之進 O 

. 

配布資料

資桝番号 資 料 名， 

資料第27C-議-3号 原子炉安全専門審査会第27部会{北海道電力株式会社泊発電所(1， 2号原

子炉の設置)) Cグル ブ第 3回会合議事概要(案)
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| 議事概要

1 .前回議事概要(案)の確認
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泊発電所( 1、2号炉)

歌棄及び尻別川のリニアメントに関す

る指摘事項について

昭和 59年 2月20日

メ毛者27C-5-1号
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黒松内低地帯付近の摺曲構造位置図

4一

第 1図



1T~::1 !1"1 j主

:{']J:i h'，'，斗

地問日，ι向・:泊料

川 II~i I'l ] /) 1)二

日11附 1'.':.川プ)i)ニアど J

1li! }~ j也'((~(， 1 ，~ . . 
iリ!、 ιJ 二 J !II 

副作j刀，L川 ."，:ょl
) :-:: 1キ11)，:.) ~.) ~，叶 l''''

例

111] 附l主11の 1).-::_-，' 

凡

怖叩 U

， 
L 
d 

一一←一

十

OO 

一
TTTTT  

伺l

!と(';-1-11

1'1時. il]時.;n') 1叫

〆 Jレ1 ヒト

火111fl)&$r; 白 ~ÉI，人 íqfr;;'n':" ， ;tf;i，}(('; 

砂円、

火Illfl)ば211 J上旬、 Íf ][~'i;

砂tf.• ンル L じート

川
円

;i"k旬、f'; 、世川、 fl]時 Y【

時(';砂I;114t;

itf; 

:!~{'; 

1もI"i，)くイ

品川何時i.';'

何イI 火111，1.1、

時砂引i1 

f7イ1孔右111i; 

時砂 IiiI 

時。砂，村i1 

~~. G:少払'， 1

心主計 仙、，， 

."古川1'1慌ィ

ンルトれ

時砂

品
W

出
川

h輩、帥

必1I1r; 

ぱ111f';' 

" 

口回ヨ2
口白口コ
Il¥pm巴
C互主ヨ
回 E
巨E己

位ι豆
~ヨ
1 ¥Vpm hl 
Eヨl
E去三ヨ

トir!;1吋

巨三回
巨豆ヨ

ガロ 111~ít ，'1消防 EEE 
』州!1 CI" ~1ïâ 
1 1 Ct¥' 1:'::':，1 

ι;ι 

[制i1宰
I Klmsロ
巨ヨヨ
1 Kltbl~ 

凡

均-H
 

俳
州

ルい
J

山刊山

出新111

昨新111

低位

i 高位

抗手11火山川肘

L~'出附

A
-
b
J
 

白
川!
 

( :.1.¥ tl~ 1勺r1;.n(t t'!¥ ~均

I

l

 

-

-
物中t
 
f
 

z↑
 
t
 
wu円
山
Uj
 
状M
 
l
 

政 iE粍イ; )';'1 

M 

1， 

段Ji:iitfu拘

川

的

，i，k 

|掛1I明肘

~.v: t子rJ.j肘

j也

11 

地位!ドHI::

日 l'日記

flr<<~ :Ac 

内浦湾

長万部川

luG " 

/30 
キ主干，.世l火山IKlpmH 

1 Klal l0iヨ
1 Yoh 1: : ; 1 

tj!i'lilil 

::f:.1川u:片jをL，'，:':' ii.1r-r，.'，: ユピ。砂{， 山j';-. 日川口 1/1，:';'

4 5km -o 2 3 

-一一一ーー

)，，" itl[ 109 
ru: 

屯tbL(-(';-

!詰ト:kr;-. ;fl1火fLlii;:{'; 

;lti'; 

久111れ

tdL紋.(';

i-<.'llJ 1;' 
E
E
E哩

訂i!巨江田
‘1 [RhI~ミJ

肝

!，~， 

ヲ1

，-

#.:1: 

川、

ノ、

4制H

" 

¥ ，~リ

C 
'" 

y dι 
九/円必究主芸宅±五二三主主竺?で三三 I

友三三三孟忌長孟三三三三三二二三L_=

4由

2∞ 

。

Jω 

川tt戸、111

日，::，("')C 
四

'" 

四

黒松内低地帯の地質図

-5一

第 2図

















主な岩相

rli!:蛙堆詰物d比九斗再叫枯十
|完新世』 』=宇竺ヰ 川ん

第四記押匝 mLalI 確，砂粘土
1更新世段丘堆帥1t， 10001揖，砂，枯土
問問11附虐再砂岩，肘

I I Sp Iぷ，C:~安山岩誼火砕岩

11m 1¥¥¥1刷、 ωしト岩
E正司計岩
1 J，p E.."i古山M 火砕式
L ロ歪璽玄武岩熔岩

同

ザムJ地.li"I名

中野ii全民話回

凡

地首位f-t

新町二記

lf 
f 。

c
 

。ー
o 0 

0 

0 

A 

リニづ〉〆 r
A 

" 
地!刊の宅内世肘;レ

A 

A 

4込

屯/同百.li-jiO;t正幅斜

""2.1 ()江断社の恒(叩)
& 

B II 

ι1:-:; (m) 

断明番号ぐli

4日日

2コリγxw川糟
2km 

ン卜周辺の地質図

-7-

リニアメ

。

尻別川の第 4図



泊発電所(1、2号炉)

敷地前面及び周辺海域の地質・地質構造l乙

関する指摘事項について

昭和59年 2月20日

11.毛多27c-5-2号
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れ

3 教肥前面白ぴ周辺湿原d渚波探査にちけゐ断層のヂJ足してつν¥7

音波探萱震被におい7町署を古否定寸ゐ賜合の若草ほ品、勺、.‘、

冷回の断層の勇J定レJ結方示在Lてcrる町時雪ノJターン介類
(i(;岡昭質・祷zz巻境/号、 /981犀3同)にさ手却しマv¥る，
緒方・本荘Lてdゐ断層ノマダーニチア績を以下Lて汗:す.

断層のパターン分類

司Hilf(緒方、本在)による分類(応用地質第 22!!5第 I号)

三三三三三主主主三

三三E完三二，
a b c d 

地問の切断。 地図傾斜の急変。 水平方向の岩相の急変。 地図而〔反射面)の不辿続。

aは音波傑査記録上で対応する反射面に明瞭な落差が認められるものであり、陸上の断層露顕における地問の

切断に相当し1í~ も日I::l:な断崩判定である。 b、c. d はそれぞれ断層存在の可能性を示1ものであり、使用した

探査手法の要諜(分解能、記録の縦楠縮尺比など).周辺海繊の地質楠造の特徴.および隣接抑l線における性状

などを考慮して断層の存否を判断する必要がある。特にb、dにおける摺tlllと断胞の判別(音波探査の原理上‘

背斜楠造は誌に近い形で表現されるが、急傾斜の向斜構造は地防の不辿続と見えることが多L、)0 cにおける

記録上岩相変化を示す諸嬰悶(際問.火山岩lfIの分布など)について十分な考察が必嬰である。

世お陀暑の司ご・;f)告をず、認めうれて乙アバゾトのdうに全イねヲ

にが7~1のfÂ因Lてよゐど考えられゐ場合同首j唇ヒほ判断レτ

し¥叫v¥

物巴前面;8J.晶、でめ調宜結果ゲろ認められた前君主草色穿S図

6 



e 

iてえすぬぐのうろF:s-3 rs.び、Fis-!;断書J寸4の音;毘探賀乙

緑に前衛E置と酌暑の判定の託勧「ダー去の介類記号を侍ζし

rこfs)s第bfO'"第?図に汗、す，
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第 1表 敷地周辺と海域の地質対比表

地質時代
敷地周辺の地質 前面海域の 推定P波速度
層 序 層栢区分 (Kn〆S)

完 沖
氾濫原堆積物

第 海浜堆積物

新 積 崖錐准積物

層
羊蹴山扇状地堆積物

世
四 羊蹄山砕片放出物 I-ll 1.6-1.65 

頁 洪
火山灰

新 積
段丘堆積物

紀
世 層

湖成堆積物

扇状地堆積物

鮮

新 野 塚 累 層 皿 1.65-2日

世

新

神恵 内累層 W 1.8-2.2 

第 中

新 古 平 累 層 V 2.5 - 3.5 

紀 世

茅 沼 累 層

明 2.5 - 4.5 
先

第
基 盤 岩 類

紀

|第四紀|

! 火成岩類 ~ 2.5 - 4.5 

i先第三紀|

九九九一不援合
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第 2表 敷地前面海域の地層対比

5万分の 1沿岸の海の基本図海底 ぷーす込 回 申 言青
地形地質調交報告、 1" t'l'威岬」

l時 代 (海上保安庁水路部、 1979 ) 敷地前面海域

層 序 層 序
層相区分 層 序 層ヰ目区分

保Z軽海峡間口) (積丹半島)

第 とフ±巳， 新 世 沖積層 表 Ik-a 沖積層

層
Ik-b 

四 段正堆積物 堆 1 ~ II 

積
IIk-a 

紀 更 新 世 段丘堆積物 層 IIk-b 洪積層

鮮 新 世 瀬棚層 野塚層 皿k-a 野塚累層 皿

新

黒松内層 余別層 illk-b 

神恵内累層 W 

第

八雲層 尾根内層 凹k-c 

中 新 世

訓縫層 古平川層群 illk-d 古平累層 V 

紀

吉岡層

福山層 茅沼累層

IV k 

先 芳沼層 VI 
第

松前層群 基盤岩類

紀

円
U



敷地周辺海域の地層対比第 3表

北海道周辺日本海 ぷ寸〉、 回 申 5青
-オホーツク海域

11寺 代
広域海底地質図

敷地周辺海域
(地質調査所、1979)

A 海 域 B 海 域
(積丹半島北方) (積丹半島西方)

第 信Y土E=， 新 世
四 Q 1 ~ II 1 ~ II 
紀 更 新 世

皿

鮮 新 怯 P P' 国

皿'

新

W W 

第

中 新 世 M 
B V V 

VM  

紀
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